
   

第 2回 7月 難関大本番レベル記述模試 （2018年 7月 22日実施） 

採点基準 世界史Ｂ 

◆以下の採点基準は原則です。実際は個々の答案の状況に応じて採点しています。 

※ 判読のつかない字は加点しない。 

※ 漢字の軽微なミスは 2点配点の場合，1点減点とする（1点配点は不可）。ひらがな表記は加点しない。 

※ カタカナ表記の濁点や音引きの有無などによるミスは 2点配点の場合，1点減点とする（1点配点は不可）。 

※ Ｂ音→Ｖ表記は 2点配点の場合，1点減点とする（1点配点は不可）。 

※ 番号で答える問題は，正答の語句を書いても加点しない。 

 

１ 魏晋南北朝時代 （配点 25点） 

問 1 文帝，世祖 可 

問 7 建業，南京 不可 

問 11 ブドチンガ 可 

問 13 蕭統 可 

 

２ イスラーム世界の形成 （配点 25点） 

問 1〔Ｃ〕 クライシュ族× 1点のみ（※不要な語句を書いているため） 

  〔Ｄ〕 予言者 1点のみ 

  〔Ｆ〕 西ゴート王国× 1点のみ 

  〔Ｈ〕 ハールーン＝アル＝ラシード，ハールーン＝ラシード 可 

     ※音引きのないものは 1つまでは 1点減点 

問 2 622 可 

問 3 3点満点 

 ① アリーを支持する党派（グループ）が起源であること…1点 

  ※「ウマイヤ朝のカリフを認めない」なども可 

 ② アリーとその子孫のみを指導者（イマーム）として認めること…1点 

 ③ 現在信徒が多い地域：イラン・イラク…1点   ※片方のみでも可 

 

３ 主権国家体制の形成 （配点 25点） 

※ 別解なし 

 

４ 近現代における交通・情報伝達手段の歴史 （配点 25点）    

※ 別解なし 

以上 


